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水辺に親しめる遊歩道を 
建設します。 

まちと一体となったにぎわい 
空間の創出を目指します。 

　平成12年に、道頓堀川最下流と

道頓堀川の上流に位置する、東横

堀川の最上流に２基の水門が完成

しました。この水門により以下の４つ

の効果が期待されています。 

1. 道頓堀川、東横堀川の川沿いを

　 高潮から守ります。 

2． 水門内の水位を一定に保ちます。 

3. 水門の開閉操作を行うことで、上

　 流からの汚れた水をシャットアウト

　 します。 

4. 閘門*
2
機能を持たせることで船運

の活性化を図ります。 

また、合流式下水道を雨水貯留管*
3

の建設等により改良し、水門建設とあ

わせて水質の改善を図ります。 

　さらに、この水辺整備事業の中心

として、幅が約８mある遊歩道を川の

両側に整備します。遊歩道は水面に

できるだけ近い高さに整備すること

で、親水性の向上を図ります。 

　河川の水質改善や遊歩道の整備

により、川沿いに人々が集まるようにな

ります。すると、人々が遊歩道から直

接アクセスできるように、周りの建物は

徐 に々川の方へ表を向けるようになり

ます。さらに、平成15年度に戎橋のデ

ザインコンペが実施されましたように、

橋梁の架替事業や美装化があわせ

て計画されており、結果として、道頓

堀川とまちが一体となったにぎわいの

空間が形成されるものと期待してい

ます。 

　この遊歩道は大阪有数の繁華街

であるミナミにおけるオープンスペース

の基幹として、まちのにぎわいの基盤

となることを目指しています。 

大阪市　道頓堀川 

水の都大阪の再生 
水の都再生のリーディングプロジェクトとして、 
道頓堀川で水辺整備事業を進めています。 

　大阪は長い歴史の中で、産業、人、

暮らしが結びついて発展してきまし

た。江戸時代には「天下の台所」とし

て日本中から物資が集まってきました

が、その物流基盤が市内を縦横には

りめぐらされていた運河でした。 

　高度経済成長期に市内の物流の

主役が船から車に替わり、多くの運河

が埋立てられましたが、今でも河川面

積は大阪市域の約１割を占め、まちづ

くりを考える上で大きなポテンシャルを

有しています。 

　その大阪は、早くから雨水排除と下

水道の普及が重要な課題でした。そ

のため、合流式下水道*
1
を採用して事

業を推進してきました。しかし、雨が強

くなり、下水の量が増え、下水道の処

理能力を超えると、未処理下水が流

れ出し、水質汚濁の原因の一つにな

っています。 

　また、道頓堀川沿いの建物は、すべ

て川に背を向けた状態で建てられて

おり、川が街の裏側のような空間となっ

ています。 

　大阪の持つポテンシャル、「川」とい

う資源を生かすために、河川環境を

改善し、それとともに、水を活かした新

たな景観づくり、にぎわいづくり、環境

づくりに努め、新たな都市魅力の再生

を図ることが求められています。 

　同時に、治水・都市防災の観点か

らも既成市街地を安全・安心な水辺

都市へ転換することが求められてい

ます。 

オープンスペースとしての 
水辺の再生が急務です。 
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ＩＴＳの取り組み［情報化の推進］ 
ITS（高度道路交通システム：Intelligent Transport System）は、最先端の情報通信技術等を用いて、人と道路と車両とを

一体のシステムとして構築する、21世紀の社会システムです。交通の円滑化など、利用者の視点に立ったITSの整備を進めると

ともに、より安全で快適な移動を支援するため、各種ITSサービスの研究開発、導入を進めます。 

Outline of KINKI Project 2004

ト ピ ッ ク ス  

□名阪国道における総合的な事故対策 
　近畿と中部を連絡する名阪国道は山岳区間を通過する道路です。そのため、天候の
急変による降雪や路面凍結で、急な交通規制が発生する場合があります。 
　近畿地方整備局では、この問題に対処するために、従来から、「名阪リフレッシュ計画」
をすすめています。また、それに加えてITS施策として以下に示す対策を行っており、緊
急時における適切な道路情報の提供に努めています。 
1． カーブ先の停止車両等をカメラが瞬時に捉え情報板に表示する「突発事象検出シス
　  テム」を導入しています。 
2．  道路状況画像、気象情報、規制状況、工事情報をリアルタイムに提供しています。 

背　景 

事業内容 事業効果 

道頓堀川遊歩道完成イメージ 

用語解説 

合流式下水道とは、古くから下水道を整備してきた都市にみられる下水道で、汚水と雨水を
まとめて下水管で流す方式をいいます。昭和30年代以降は公害問題が顕著化してきたた
め、汚水と雨水を別々の下水管で流す、分流式下水道による整備を進めています。  
閘門とは、運河、放水路等において、水位差のある水面の間に船を通過させるために水位を
調節するための堰のことです。  
雨水貯留管とは、降雨時初期の汚れた雨水を貯留するための管きょのことをいいます。 
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こうもん 

現在の道頓堀川 


